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　一般選抜／医学部

●全学生の入学金、授業料、実習費が不要
●入学検定料は20,000円

○教員数……619（教授127　准教授101　講師160　助教231）
○学生数……753（男463　女290）
○キャンパス面積……58万㎡
○蔵書数……243,467冊
○全卒業生の医師国家試験合格率100％ 　（2024年度）

DATA・FILE
　入学者は全員、修学資金貸与規程により貸与契約を結び、入学
金等学生納付金を借り入れることになっています。卒業後、出身
都道府県で医師として勤務した期間が貸与を受けた期間の２分の
３になれば、返還は免除される制度です。また、月額５万円～15
万円を無利息で貸与する奨学資金貸与制度もあります。

修学資金貸与制度・奨学資金貸与制度

　地域社会の医療の確保と向上、および地域住民の福祉
の増進を図り、へき地等の地域医療に進んで挺身する気
概と高度な医療能力を身につけた医師を養成するため、
1972（昭和47）年に設立。豊かな人間性と広い視野をも
つ総合医の育成をめざします。学生は毎年多くの志願者
の中から、各都道府県ごとに２～３人を選抜。規律の遵
守、責任感、協調自律の精神を養うため、全寮制をとり
ます。卒業後は出身都道府県における地域医療の場で活
躍できるよう、６年間一貫教育を行います。
　カリキュラムは、総合医療の高度な知識と全人的な技
術が学べるユニークな内容です。１年次より医学部入門
が始まり、医療に関わる諸問題に少人数形式の学習を含
めて取り組みます。早期体験実習で患者付き添い実習等
を行い、医療の原点である患者や医療従事者の立場を学
びます。２年次では、臨床医学学習の土台となる基礎医
学の諸科目を履修し、生理学、生化学および薬理学を中心
に学びます。２年次３学期から基礎臨床系統講義が始
まり、３年次までに社会と医学との関わりを学びます。
４・５年次は30診療科において各１～４週間の臨床実習
（BSL）が行われます。５年次２学期には、地域医療臨

地域医療に貢献する総合医を育成

床実習（CBCL）として２週間地域医療に携わります。さ
らに、５年次３学期から６年次１学期には臨床系の３科、
出身都道府県の拠点病院で４週間の選択制BSLを実施。
また５年次に優秀な成績を修めた学生の中から選考で、
６年次の半年間を自由な研修期間にあてると同時に、卒
業試験も免除する「フリーコース・スチューデントドク
ター制度」があります。

　教育施設として、講義や実習のための医学部教育・研
究棟、先端医療技術開発センター、メディカルシミュレー
ションセンター等の高度な医療技術習得の場が整備され
ています。附属病院及びとちぎ子ども医療センターは敷
地内にあり、学びの場と隣接し、“医” の雰囲気を常に
感じながら学業を行うことができます。
　また、自治医科大学の特長である「学生寮」はセキュリ
ティーやプライバシーが確保され、学習環境が整い、さら
に学生同士の交流が図られる施設となっています。その他
に学生食堂、銀行・郵便局、コンビニも敷地内にあります。
　さらに、体育関連施設ATLAS ARENAはメインア
リーナ、弓道場、武道場、トレーニングルーム、プール、
部室を設けた複合施設となっています。

　卒業生は、卒業後すぐ出身都道府県に戻り、在学中に
自治医科大学修学資金の貸与を受けた期間の２分の３に
あたる期間（一般的には９年間）、出身都道府県内の病
院、診療所や保健所等に医師として勤務します。上記期
間終了後も約７割が出身都道府県内で地域医療に従事す
る他、自治医科大学で教育指導にあたる卒業生や、開業
する卒業生もいます。

58万㎡の広大なキャンパス

卒業後の勤務形態

■学部・学科組織（前年度参考）
●医学部　医学科123
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